
（2）平成24年１１月１5日第６42号 日 本 大 学 広 報

生
物
資
源
科
の
３
氏
が
受
賞

　

生
物
資
源
科
学
部
生
命
化

学
科
主
任
の
春
見
隆
文
教
授

が
９
月
20
日
、
東
京
都
府
中

市
で
開
か
れ
た
平
成
24
年
度

日
本
応
用
糖
質
科
学
会
の
総

会
で
、「
微
生
物
・
酵
素
を

活
用
し
た
糖
質
の
開
発
と
利

用
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

で
学
会
賞
を
受
賞
し
た
。

　

春
見
教
授
は
自
然
界
に
微

量
し
か
な
い
エ
リ
ス
リ
ト
ー

エ
リ
ス
リ
ト
ー
ル
に
着
目

春
見
教
授
が
学
会
賞春見教授

ル
に
着
目
し
て
、
そ
の
生
産

菌
の
培
養
か
ら
発
酵
生
産
を

進
め
、
ゼ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
天

然
甘
味
料
と
し
て
注
目
さ
れ

る
エ
リ
ス
リ
ト
ー
ル
の
用
途

開
発
ま
で
一
貫
し
た
研
究
を

行
っ
た
。

　

日
本
放
線
菌
学
会
の
平
成

24
年
度
総
会
が
９
月
６
日
、

東
京
都
府
中
市
で
開
か
れ
、

生
物
資
源
科
学
部
応
用
生
物

日
本
放
線
菌
学
会
の

浜
田
賞
が
高
野
助
教
に高野助教

科
学
科
の
高
野
英
晃
助
教
が

「
放
線
菌
が
示
す
ス
ト
レ
ス

応
答
制
御
の
分
子
機
構
に
関

す
る
研
究
」
で
、
40
歳
以
下

の
優
秀
な
若
手
研
究
者
に
贈

ら
れ
る
浜
田
賞
を
受
賞
し

た
。

　

高
野
助
教
は
バ
ク
テ
リ
ア

に
も
光
を
感
知
す
る
能
力
が

備
わ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

明
ら
か
に
し
、
放
線
菌
の
機

能
を
光
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

つ
つ
、
抗
生
物
質
な
ど
有
用

な
物
質
を
作
る
方
策
へ
の
道

を
開
い
た
。

　

平
成
24
年
度
全
国
大
学
演

習
林
協
議
会
の
秋
季
総
会
が

９
月
20
日
に
京
都
大
学
で
開

森
林
管
理
技
術
賞
で 

垂
水
さ
ん
に
特
別
功
労
賞

催
さ
れ
、
生
物
資
源
科
学
部

水
上
演
習
林
の
垂
水
秀
樹
さ

ん
が
、
森
林
管
理
技
術
賞
３

部
門
の
内
、
特
別
功
労
賞
を

受
賞
し
た
。
同
賞
は
大
学
演

習
林
な
ど
の
技
術
職
員
を
対

象
に
し
た
も
の
で
、
垂
水
さ

ん
は
長
年
に
わ
た
る
水
上
演

習
林
の
適
切
な
森
林
管
理
と

学
生
へ
の
教
育
指
導
の
貢
献

が
評
価
さ
れ
た
。

　

文
理
学
部
の
菅
原
正
雄
教

授
（
分
析
化
学
）
が
研
究
論

文
理
・
菅
原
教
授
が

分
析
化
学
学
会
賞
受
賞

文
「
生
体
チ
ャ
ネ
ル
の
増
幅

機
能
お
よ
び
電
気
化
学
測
定

を
基
盤
と
す
る
高
感
度
セ
ン

シ
ン
グ
法
の
創
成
と
バ
イ
オ

分
析
へ
の
応
用
」
に
よ
り
２

０
１
２
年
度
日
本
分
析
化
学

学
会
賞
を
受
賞
し
た
。
金
沢

市
で
開
催
さ
れ
た
同
学
会
第

61
年
会
の
期
間
中
の
９
月
20

日
、
授
賞
式
が
行
わ
れ
た
。

　

菅
原
教
授
は
、
ペ
プ
チ
ド

や
ホ
ル
モ
ン
と
い
っ
た
生
体

関
連
物
質
の
検
知
法
の
高
感

度
化
を
目
指
し
、
多
量
の
イ

オ
ン
を
透
過
さ
せ
る
チ
ャ
ネ

ル
物
質
を
利
用
し
た
方
法
な

ど
独
創
的
ア
イ
デ
ア
を
駆
使

し
て
電
気
化
学
や
光
を
用
い

た
高
感
度
な
セ
ン
シ
ン
グ
法

を
開
発
。
そ
れ
に
よ
っ
て
こ

れ
ま
で
適
切
な
測
定
方
法
の

な
か
っ
た
生
体
内
の
神
経
伝

達
物
質
な
ど
の
高
感
度
検
出

を
可
能
に
し
た
こ
と
が
分
析

化
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
と
認
め
ら
れ
た
。

　

菅
原
教
授
は
「
こ
の
よ
う

な
立
派
な
賞
が
い
た
だ
け
て

光
栄
に
思
う
。
私
ひ
と
り
の

力
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
成

果
で
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
協

力
し
、
支
え
て
く
れ
た
研
究

室
の
学
生
た
ち
に
感
謝
し
て

い
る
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

垂水さん

　

研
究
拠
点
づ
く
り
に
向
け

た
文
理
学
部
の
研
究
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
私
立
大
学
戦
略
的

研
究
基
盤
形
成
事
業
「
構
造

制
御
お
よ
び
電
子
状
態
制
御

に
基
づ
く
新
物
質
の
開
発
」

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ

新
物
質
の
開
発
事
業
で

浅
地
教
授
が
学
内
報
告

文
理
学
部

ー
・
小
林
昭
子
化
学
科
教

授
）
の
学
内
報
告
会
が
10
月

18
日
、
同
学
部
で
行
わ
れ

た
。
浅
地
哲
夫
化
学
科
教
授

が
、
化
学
、
物
理
、
物
理
生

命
シ
ス
テ
ム
科
の
３
学
科
の

研
究
者
や
学
生
を
前
に
、
小

林
教
授
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ

て
最
近
発
見
さ
れ
た
新
奇
誘

電
物
質
の
特
性
と
分
子
運
動

の
関
係
に
つ
い
て
講
演
し
た

＝
写
真
。

　

こ
の
新
物
質
は
金
属
有
機

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
（
灰
チ
タ

ン
石
）
型
化
合
物
と
呼
ば
れ

る
物
質
群
に
属
し
、
極
め
て

高
い
誘
電
率
を
示
す
。
浅
地

教
授
は
、
結
晶
中
の
有
機
陽

イ
オ
ン
の
分
子
運
動
を
Ｎ
Ｍ

Ｒ
（
核
磁
気
共
鳴
）
で
調
べ

た
と
こ
ろ
、
こ
の
有
機
陽
イ

オ
ン
が
取
り
得
る
二
つ
の
立

体
構
造
間
の
分
子
運
動
の
凍

結
が
巨
大
誘
電
率
の
発
現
に

関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
と
報
告
し
た
。

　

12
月
26
日
に
は
当
該
事
業

の
24
年
度
研
究
発
表
会
が
同

学
部
で
開
催
さ
れ
る
。

　

文
理
学
部
心
理
臨
床
セ
ン

タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・
津
川

律
子
大
学
院
心
理
学
専
攻
教

授
）
が
、
地
域
貢
献
の
一
環

と
し
て
子
育
て
を
支
援
す
る

活
動
「
桜
っ
子
カ
フ
ェ
」
を

開
催
し
て
い
る
。
０
歳
か
ら

心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
が

地
域
の
子
育
て
を
支
援

文
理
学
部

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
と
親
の

た
め
に
サ
ロ
ン
的
な
場
を
用

意
、
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
の

臨
床
心
理
士
や
大
学
院
生
ら

が
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
17
組
36
人
の
親
子

が
参
加
登
録
し
、
百
周
年
記

念
館
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場

に
９
月
21
日
、
活
動
が
ス
タ

ー
ト
。
参
加
費
は
無
料
。
今

年
度
は
月
２
回
ペ
ー
ス
で
来

年
３
月
下
旬
ま
で
計
12
回
実

施
の
予
定
。

　

参
加
者
へ
の
配
慮
か
ら
活

動
は
非
公
開
。
運
営
責
任
者

の
菊
島
勝
也
大
学
院
心
理
学

専
攻
准
教
授
に
よ
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は
前
半
に
大
学
院

生
と
の
自
由
遊
び
、
後
半
は

お
遊
戯
な
ど
集
団
で
遊
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
。
そ
の
傍

ら
で
、
保
護
者
同
士
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
子
育
て
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
臨
床
心
理
士

か
ら
は
子
育
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
。

　

菊
島
准
教
授
は
「
予
想
を

大
幅
に
上
回
る
参
加
申
し
込

み
が
あ
り
、
期
待
の
大
き
さ

を
感
じ
て
い
る
。
普
段
乳
幼

児
連
れ
で
外
出
で
き
る
場
所

や
親
同
士
が
交
流
す
る
機
会

も
少
な
い
の
で
参
加
し
て
よ

か
っ
た
、
と
い
っ
た
声
を
聞

く
と
開
設
し
た
意
義
が
あ
っ

た
と
思
う
」
と
話
し
た
。

　

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た

知
財
戦
略
を
め
ぐ
る
公
開
講

座
が
10
月
10
日
、
法
学
部
で

開
か
れ
た
。
平
成
22
年
４
月

に
開
校
し
た
日
本
大
学
知
財

専
門
職
大
学
院
と
国
際
知
財

研
究
所
の
共
催
で
、「
知
財

と
金
融
が
融
合
す
る
“
知
の

攻
防
”
の
新
展
開
」
と
題
し

て
、
同
大
学
院
の
岸
宣
仁
講

師
が
講
演
。
同
大
学
院
の
教

員
、
学
生
に
他
大
学
や
企
業

の
知
財
部
門
関
係
者
が
熱
心

に
聴
講
し
た
。

　

岸
講
師
は
そ
の
中
で
、
世

界
の
“
知
”
の
囲
い
込
み
を

目
指
す
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

誕
生
や
、
シ
カ
ゴ
の
オ
プ
シ

ョ
ン
取
引
所
に
開
設
予
定
の

「
知
的
財
産
国
際
取
引
所
」

な
ど
、
米
国
発
で
登
場
し
て

き
た
知
的
財
産
へ
の
新
た
な

投
資
と
流
通
の
仕
組
み
に
言

及
。「
産
業
競
争
力
強
化
の

た
め
に
、
日
本
が
ど
の
よ
う

知
財
戦
略
テ
ー
マ
に

法
学
部
で
講
演
会

な
知
財
イ
ン
フ
ラ
を
整
備

し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
構
築
し
て
い
く
べ
き

か
、
今
こ
そ
大
胆
な
発
想
の

転
換
が
求
め
ら
れ
る
」
と
訴

え
た
。

　

生
物
資
源
科
学
部
の
「
60

周
年
記
念
棟
」（
仮
称
）
新

築
工
事
の
地
鎮
祭
が
10
月
13

日
、
河
野
英
一
学
部
長
や
古

屋
尚
常
務
理
事
ら
本
学
の
教

職
員
や
建
設
関
係
者
が
参
列

60
周
年
記
念
棟
の

地
鎮
祭
を
挙
行

生
物
資
源
科
学
部

し
て
行
わ
れ
た
。

　

学
部
創
設
60
周
年
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
る
新
校
舎
群

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建

て
地
下
１
階
地
上
５
階
建
て

の
高
層
棟
（
延
床
面
積
１
万

５
１
２
８
平
方
㍍
）
と
同
地

上
２
階
建
て
（
同
４
５
５
９

平
方
㍍
）
の
２
棟
＝
写
真
。

　

旧
学
生
ホ
ー
ル
跡
に
建
て

ら
れ
る
高
層
棟
は
、
地
階
と

１
階
を
立
体
的
に
つ
な
ぐ
吹

き
抜
け
の
学
生
ホ
ー
ル
を
設

け
、
１
階
に
は
５
層
吹
き
抜

け
の
劇
場
空
間
や
多
目
的
利

用
が
可
能
な
ス
タ
ジ
オ
も
配

置
。
２
階
か
ら
上
の
階
を

講
義
室
に
あ
て
て
平
成
26

年
後
期
か
ら
の
使
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
。

　

旧
１
・
２
・
３
号
館
跡

の
低
層
棟
は
緩
や
か
な
曲

線
を
描
い
た
配
置
で
、
憩

い
の
場
と
な
る
屋
上
庭
園

や
棟
内
に
は
４
０
０
人
収

容
の
講
義
室
な
ど
を
設
け

る
。
こ
ち
ら
は
28
年
４
月

か
ら
使
用
開
始
の
予
定
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
医
学
・
生

理
学
賞
の
山
中
伸
弥
教
授

の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
、
再
生

医
療
や
創
薬
に
新
時
代
を

拓
く
発
見
だ
っ
た
。
日
本

大
学
で
も
脂
肪
細
胞
を
人

工
的
に
未
熟
化
し
た
脱
分

化
脂
肪
細
胞
を
用
い
て

骨
、
血
管
、
心
筋
な
ど
の

再
生
医
療
に
応
用
す
る
研

究
が
、
医
学
部
・
松
本
太

郎
教
授
と
生
物
資
源
科
学

部
・
加
野
浩
一
郎
准
教
授

の
手
で
進
ん
で
い
る
。
松

本
教
授
に
山
中
教
授
の
受

賞
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
綴
っ

て
も
ら
っ
た
。◇

　

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
私

に
と
っ
て
山
中
教
授
は
、

同
年
齢
で
研
究
領
域
も
似

て
お
り
、
身
近
な
お
手
本

の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。

教
授
の
受
賞
は
大
変
よ
い

刺
激
に
な
っ
た
。

　

受
賞
理
由
と
な
っ
た
功

績
は
、「
成
熟
し
た
細
胞

を
受
精
卵
の
よ
う
な
未
熟

で
万
能
性
を
も
つ
細
胞
へ

と
初
期
化
す
る
技
術
の
確

立
」
に
あ
る
。
２
０
０
６

年
に
マ
ウ
ス
か
ら
万
能
性

を
も
つ
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
（
人

工
多
能
性
幹
細
胞
）
を
樹

立
し
た
と
い
う
報
告
か

ら
、
わ
ず
か
６
年
で
受
賞

に
至
っ
た
の
に
は
理
由
が

あ
る
。
そ
れ
は
同
時
受
賞

し
た
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ド
ン

博
士
の
先
行
研
究
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
博
士

は
、
１
９
６
２
年
、
オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
の
小
腸
細
胞

か
ら
取
り
出
し
た
核
を
、

本
来
の
核
を
破
壊
し
た
卵

細
胞
に
移
植
す
る
こ
と
で

遺
伝
子
情
報
を
初
期
化
。

こ
の
細
胞
を
育
て
て
カ
エ

ル
ま
で
成
長
さ
せ
た
。
す

な
わ
ち
成
熟
細
胞
を
初
期

化
で
き
る
こ
と
を
証
明

し
、
ま
た
卵
細
胞
の
中
に

初
期
化
を
可
能
に
す
る
因

子
が
存
在
す
る
こ
と
を
確

定
的
に
し
た
。

　

山
中
教
授
は
、
こ
の
初

期
化
に
重
要
な
因
子
の
探

索
を
行
い
、
結
果
的
に
４

因
子
を
組
み
合
わ
せ
て
導

入
す
る
こ
と
で
初
期
化
で

き
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

つ
ま
り
、
核
移
植
よ
り
単

純
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ

応
用
が
可
能
な
初
期
化
法

を
確
立
し
た
こ
と
に
意
義

が
あ
る
。

　

大
変
ユ
ニ
ー
ク
だ
っ
た

の
は
４
因
子
の
同
定
に
至

っ
た
実
験
手
法
で
あ
る
。

山
中
教
授
は
、
初
期
化
に

重
要
と
思
わ
れ
る
24
個
の

因
子
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
因
子
を
成
熟
細
胞
に
導

入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
万

能
性
を
獲
得
で
き
る
か
実

験
を
行
っ
た
。
ま
ず
、
因

子
を
一
個
一
個
導
入
し
て

み
た
が
、
う
ま
く
い
か
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
24
個
の

因
子
を
同
時
に
導
入
し
た

と
こ
ろ
、
万
能
性
を
獲
得

し
た
細
胞
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
次
に
24
因
子
の

中
か
ら
、
１
因
子
だ
け
を

除
い
た
実
験
を
行
っ
た
。

こ
の
実
験
で
万
能
細
胞
が

得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
除
い

た
因
子
が
万
能
性
の
獲
得

に
極
め
て
重
要
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
繰

り
返
し
で
初
期
化
に
重
要

な
因
子
を
絞
り
込
み
、
つ

い
に
は
４
因
子
で
十
分
で

あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

た
。

　

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
24

因
子
を
同
時
に
全
部
導
入

し
て
み
た
と
い
う
点
に
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
実
験
は

莫
大
な
労
力
を
要
す
る
だ

け
で
、
成
功
す
る
見
込
み

は
な
い
と
考
え
る
の
が
普

通
だ
ろ
う
。
無
謀
と
も
思

え
る
実
験
を
行
っ
た
背
景

に
は
、
ガ
ー
ド
ン
博
士
の

研
究
成
果
に
基
づ
く
「
成

熟
細
胞
の
遺
伝
子
発
現
パ

タ
ー
ン
を
変
え
る
こ
と
で

初
期
化
で
き
る
」
と
い
う

確
固
た
る
信
念
が
あ
っ
た

か
ら
に
違
い
な
い
。

　

受
賞
で
き
た
理
由
を
聞

か
れ
た
と
き
山
中
教
授
は

「
あ
き
ら
め
ず
に
や
り
続

け
る
こ
と
」
と
「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
」
を
強
調
さ
れ

た
。
し
か
し
、
も
う
一
つ

大
切
な
こ
と
と
し
て
、「
強

い
信
念
に
基
づ
い
て
真
実

を
探
求
す
る
心
」
が
あ
っ

た
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

こ
の
強
い
信
念
は
、
正
し

い
知
識
や
経
験
に
裏
付
け

さ
れ
た
正
確
な
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
な
意
味
で
、
ガ
ー
ド

ン
博
士
と
の
共
同
受
賞
は

絶
妙
な
選
考
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　

今
回
の
受
賞
に
よ
り
、

多
く
の
若
い
人
た
ち
が
研

究
の
魅
力
を
感
じ
、
研
究

者
の
道
を
志
そ
う
と
思
う

だ
ろ
う
。
山
中
教
授
の
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
う
の

で
あ
れ
ば
「
あ
き
ら
め
ず

に
や
り
続
け
る
＝
忍
耐

力
」「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
＝

協
調
性
」
と
「
強
い
信
念

に
基
づ
い
て
真
実
を
探
求

す
る
＝
探
求
心
」
を
養
う

こ
と
が
大
切
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
た
研
究
員
の
雇
用
を

継
続
す
る
た
め
に
自
ら
マ

ラ
ソ
ン
に
出
場
、
資
金
を

募
る
と
い
っ
た
「
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
資
質
」
の
高

さ
に
も
感
服
す
る
ば
か
り

だ
。
お
か
げ
で
「
忙
し
く

て
運
動
が
で
き
な
い
」
な

ど
と
い
う
言
葉
は
、
恥
ず

か
し
く
て
口
に
で
き
な
く

な
っ
た
。

　

私
た
ち
が
日
本
大
学
で

開
発
中
の
脱
分
化
脂
肪
細

胞
は
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
よ
り

成
熟
度
が
高
い
細
胞
で
あ

る
た
め
、
万
能
性
は
な
い

が
、
遺
伝
子
操
作
を
し
な

い
、
ガ
ン
化
の
リ
ス
ク
が

な
い
な
ど
医
学
上
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
と
並
ん
で
有
望
な
治
療

用
細
胞
と
な
る
と
考
え
て

い
る
。

山
中
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
想
う

医
学
部
教
授
　
松
本
　
太
郎

菅原教授


